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第２５回 松本市長と車座集会「みんなの尼活皆議」 

＜ ターゲット型 市立中学校に通う生徒たちと ＞  

～尼崎の魅力と課題（学校生活を含む）～ 

対話録概要 

と   き 令和８年７月２７日（月）  午後３時１５分から午後４時１５分まで 

と こ ろ 尼崎市教育・障害福祉センター ４階 視聴覚室 

出 席 者 参加者 ３６人、市長ほか関係者 ６人   計４２人 

トークテーマ 尼崎の魅力と課題（学校生活を含む） 

 

【市長のあいさつ】 

 都市部で生活する尼崎市の学生と、雄大な自然の中で生活する奄美群島の学生が交流するＡＭＡフレ

ンドシップ事業の事前研修の機会を活用し、本日は時間をいただいている。皆さんが来月、奄美群島を

訪れた際には現地学生たちに尼崎市の魅力や課題を伝える機会もあることから、本日は皆さんが学校生

活も含め、尼崎市で生活する中で感じる市の魅力や課題などについて、発表してもらい意見交換が出来

ればと思う。   

人生の中で経験できることは限られている。そのため、様々な立場の方との対話が重要であると思っ

ており、そうした対話を通して新たな課題に気づき、その課題の解決に向けて取り組むというサイクル

を繰り返すことでまちは成長していくものであると思っている。 

車座集会は今回で通算25回目の開催であるが、学生をターゲットにするのは今回が初ということもあ

り、是非、率直な意見を聞かせてもらいたい。 

 

【意見交換】 

<参加者> 駅伝大会など学校行事で武庫川の河川敷を走ることがあるが水捌けが悪く、地面のでこぼこも

目立つため改善をお願いしたい。 

<市長> 大事な指摘をいただいた。市役所の職員も当然人数が限られており、そうした河川や道路の不具

合に気づけないことがある。そのため、市民が市役所にそうした不具合を報告する「あまレポ」という

仕組みを導入しているため、今後も是非、あまレポを通して報告してもらえればと思う。 

 

<参加者>上之島第一公園の周辺にある信号機が故障しているため、修繕して欲しい。また、歩道がない道

路に新たに歩道を設置して欲しい。 

<市長>国、県、市で役割が決まっている。信号機のことを管轄しているのは、県警であるものの、市民の

安全性を確保するために市としても速やかに把握し、県警に連絡する。道路については国道、県道、市

道と管轄が異なる中、比較的小さな道路は市が管理している。今後、道路環境の改善のためにも市が管

理する生活道路については管理の質を向上させていきたい。 

 

<参加者>夏季休業期間中に自習する際、図書館を利用することがあるが混雑していることが多いため、市

内に自習できる施設等を増やしてもらいたい。また、放課後、学校内で学習できる環境も充実してもら
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えればと思う。 

<市長>保護者からも子どもたちが夏休み過ごせる場所がないという声をよくいただく。尼崎市内には生

涯学習プラザという公共施設が12か所あり、学習できるスペースがあるため活用してもらいたい。ま

た、本日参加の皆さんは中学校を卒業した後になるが、北図書館は大井戸公園内に移転・建替え、中

央図書館もリニューアルしていく予定であり、今後読書学習環境も良くなっていく。 

 

<参加者>本日参加するにあたって、尼崎市の良いところを調べたところ、これまで知らなかった魅力を

多く知ることができた。尼崎市の魅力を多くの人に知ってもらえるよう広報してはどうかと思った。

あと、あま咲きコインを使える店が少ないと感じており、増やして欲しい。  

<市長>尼崎市はどんどん良くなってきている。例えばJR尼崎駅前について、過去は大規模な工場があっ

たが、今では大型商業施設が建設され活気があることに加え、近年マンション需要も増加しているこ

ともあり、最近発表された土地の価格を示す路線価の伸び率は県内でも３番目に高い値となった。尼

崎市の最大の強みは便利であることであり、これからも発展する可能性を持っている。あま咲きコイ

ンについては、利用可能店舗の拡大に取り組んでいる。 

 

<参加者>自身が通っていた園田の小学校の前に商店街があったが居酒屋が多く、若い世代向けの店舗が

少なかった。例えば雑貨屋など商店街には若い世代も楽しめるような店舗が増えればと思う。 

<市長>共感するが難しい話であるとも感じた。職業選択の自由があるため、市の考えを一方的に押し付

けにくい部分がある。ただ、京都では歴史や景観を守るために建物の高さ、屋根の形状や色彩、屋外

広告物などにも基準等があり、条例によって制限するといった手法も考えられる。他にも補助金政策

による誘導など対応策はあるかと思う。いずれにしても難しさは感じるもののアイデアとして今後の

まちづくりの参考にさせてもらう。 

 

<参加者>公立高校を受験する際、内申点と学力検査の配分が１対１となっている。内申点を重視する割

合が他の県に比べて高くフェアじゃないと感じている。市の所管外の話かもしれないが、思っている

ことを発言させてもらった。 

<市長>県が所管する分野ではある。選考基準は確かに県によって異なっており、兵庫県の場合は１対１

となっている。受験の際のテストだけで選考するよりは日々の学校での授業やテストの結果も選考に

入れることは問題ないと思っているが、学校や先生によって、内申点の付け方が異なることがあって

はいけないと思う。 

 

<参加者>体育館に空調を設置して欲しい。校内集会や体育の授業で体育館を使用する際、風通しを良く

してから活動をするなど、やれることはやっているものの限界があり熱中症のリスクもある。 

<市長>市としても課題であると感じていることから、中学校の体育館には今年度、空調を設置する。ま

た、小学校の体育館にも設置を進め、令和10年度には全小・中・高等学校体育館への空調設置が完了

する予定である。 

 

<参加者>ウォーターサーバーを学校に設置して欲しい。 
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<市長>尼崎市の水道水は高度浄水処理を行っており、安全で良質なものである。また、学校においても

学校環境衛生基準というものに基づき、管理をしており、安全な水が提供されている。ウォーターサ

ーバーを設置するとなると導入費や維持管理にも費用がかかるが、水道水を飲むことに抵抗がある人

もいると思うし、今後の対応を考えていく。 

  

<参加者>学校内のトイレの一部はまだ洋式化がされておらず完全洋式化をお願いしたいということと、

運動場に夜間照明設備を設置して欲しい。 

<市長>学校施設への投資はこれまでは耐震化事業、バリアフリー改修など国費を得られる喫緊の課題に

対応するものを優先に実施してきた。トイレの洋式化も国費を活用しながら少しずつ進めているとこ

ろである。尼崎市は過去20年、財政が厳しかったこともあり、このように限定的な投資しか進めるこ

とが出来てこなかったが、今後は例えば、老朽化が著しい玄関、靴箱、天井などについても修繕等を

行いアップデートしていきたいと考えている。また、部活動の地域移行が進んでいくため、今後、運

動場に夜間照明を設置するなど活動環境を整えていく。 

 

<参加者>夏季の通学時は暑さ対策のため、家で凍らせたネッククーラーを着用して登校している学生が

複数いる。ただ、下校時には溶けてしまうため、学校内に生徒でも使えるような冷蔵庫があれば嬉し

い。あと、授業などで映像を見る際、プロジェクターを使って黒板に映像を映し出しているが、電子

黒板に変えてもらいたい。 

<市長>安全で健康に通学することは大事であり冷蔵庫の設置等については対応策を考えていきたいし、

電子黒板の導入については進めていきたい。 

 

【おわりに】 

  皆さんも中学校を卒業し、高校等を経て大人になっていく。社会に出ると色んなことを問われる機会も

多くなるため、一つ一つのことに納得し、自分の考えをしっかりと相手に伝えることができるような大人

になっていって欲しいと思う。本日のように意見交換をしながら、皆で納得するということはとても大事

であり、自分自身にとっても有意義な時間となった。またこうした機会をもらえれば嬉しく思う。 

以 上   


